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１）Moodle導入の目的 

 

①授業の質の向上 

  コミュニケーションツール、テスト、教材提供、進捗成績管理 

  スケジュール管理 

 

②別のLMSからの乗り換え 

  大型のLMSから小回りのきくLMSへ 

 

③経費節減 

  オープンソース、基本的に無料 
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１）Moodle導入の目的 

 

①授業の質の向上 

 

   用途   Moodle機能 
 

  コミュニケーションツール ⇒ 掲示板、チャット、課題 

  テスト   ⇒ 小テスト、Scorm 

  教材提供   ⇒ ファイルリンク、Scorm、課題 

  進捗成績管理  ⇒ 評定 

  スケジュール管理  ⇒ カレンダー 
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１）Moodle導入の目的 

 

②別のLMSからの乗り換え 

  大型のLMSから小回りのきくLMSへ 

   

  

  学部や学科、部署単位での運用 

  個人での運用   
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１）Moodle導入の目的 

 

②別のLMSからの乗り換え 

  大型のLMSから小回りのきくLMSへ 

   

  

  大型からの乗り換えは、この事例が多い 

 

 blackboard ⇒ Moodle 

 WebCT ⇒ Moodle 
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１）Moodle導入の目的 

 

③経費節減 

  オープンソース、基本的に無料 

 
Moodleを使う場合 
 １）ダウンロード、インストール、修正、配布することが自由にできる 
 ２）学校や教育機関だけではなく企業でも使える 
 ３）学校を中心として広く普及しているので、急になくなることがない 
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 汎用性高い 
サポート切れの心配がない 
長い期間使える 
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 ２）Moodleの構造（トピック、ブロック） 
    

オレンジ トピック 

赤     ブロック    
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 ２）Moodleの構造 
  

Moodle  

   = Html + PHP + JavaScript + SQL 
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 ２）Moodleの構造 
  

Moodle  

   = Html + PHP + JavaScript + SQL 

１、 Moodleについての概要と機能紹介 

共通コードB 

プログラムC プログラムA 

オブジェクト指向 
「プログラムA」を改良したつもりなのに、「共通コードB」を修正して 
しまって、別の箇所の「プログラムC」まで変わってしまった。 
 



 ２）Moodleの構造 
  

Moodleでできる主な事柄をあげてみます。 
 

サイト作成機能 
サイト構築、レイアウト・デザイン変更 
 
教材提供機能 
Html表示、ファイル添付、クイズ作成、宿題、Scorm教材表示 
 
コミュニケーション 
掲示板機能、チャット、アンケート作成、メール送信 
 
管理機能 
ユーザ管理、成績管理、グループ化、スケジュール管理 
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 ２）Moodleの構造 
    

「リソース」・・・成績に反映しない教材 

閲覧や配布はできますが、成績に反映されません。 

例  テキスト、ファイルリンク、Htmlなど 

 

「活動」 ・・・成績に反映する教材 

ユーザの作成データが反映されます。 

例  フォーラム、課題、小テストなど 

 

 リソースと活動の違い  
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  ３）リソース ①Html作成 
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  ３）リソース ②ファイルリンク (PDF、Wordなど) 
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  ４）活動 ①フォーラム 
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  ４）活動 ②小テスト 
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  ４）活動 ③課題 

    

１、 Moodleの概要と機能紹介 

一般的な課題の利用方法としては下記のようになります。 
 
１、教師が課題をMoodleのコースに設定します。 
２、設定する課題にはテキストだけではなく、ファイルなども添付できます。 
３、学生がMoodleのコース上の課題を見て、添付ファイルをダウンロードしま
す。 
４、学生はファイルを元に課題を仕上げます。 
５、学生はMoodleのコースにアクセスしてファイルをアップします。 
６、教師はアップされたファイルを見て学生にコメントします。再提出が必要
ならばその旨もコメントします。 
７、教師と学生はこのやり取りを何回か行えます。 
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  ５）活動 ④Scorm 
    

１、 Moodleの概要と機能紹介 



  ６）活動 ⑤カレンダー 

    

１、 Moodleの概要と機能紹介 



機能追加の注意点 
 
標準のMoodleの機能だけでは満足したサイトを構成できない場合、次のよう
な対策で機能を追加できます。ただし、注意点もあります。 
 
１、モジュールの付加 
Moodleの公式サイトでは様々なモジュールやプラグインが提供されています。 
例えば、アンケート機能を追加できる「Questionnaire」、出席管理用や進捗管
理用のモジュール類や小テストに追加の形式を付加できるプラグインなどい
ろいろとそろっています。ただし、思い通りものはなかなかありません。 
 
２、プログラムの改良 
プログラムはオープンソースなので自由に改良できます。基本的にPHPで作
成されているので、PHPプログラムの知識があれば改良ができますが、実際
の改良は結構面倒です。また、バージョンアップのたびに修正が必要です。 
 
３、外部教材連動（例示 ストリーミング動画、電子テキストブック） 
外部の教材とも連動ができます。Moodleのログイン時のみ動作するMoodle
の認証システムを利用した連動教材も作成できます。 
 

１、 Moodleの概要と機能紹介 



２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

 １）１）ストリーミングによる動画配信 
 ２）システムの特徴 
 ３）Scormを利用した学習履歴取得の事例 



一般公開 
URLリンク 

非公開 
Moodleからのみ 

１）ストリーミングによる動画配信 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 



弊社開発のMoodleと連動するストリーミングビデオ配信 

システムは次のような特徴があります。 
 

①Moodleで構築されたe-Learningのメインシステムに容易にインストール
可能 

②Moodle＋WOWZA(ストリーミングサーバーエンジン）でコストを抑え、高い
信頼性のシステム構成 

③動画ファイルを汎用性のあるMP4へ自動的に変換する機能を実装 

④動画ファイルの管理や活用が容易に 

⑤カスタマイズが容易 
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２）システムの特徴 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 
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①Moodleで構築されたeLearningのメインシステムに容易にインストール可能 
 
新規のシステムはもちろん、稼働中のシステムでも、Moodleのメインシステムに、ほぼ
手を加えることなく、運用の準備ができます。 
 

 

 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 



実際には、必要なデータを
納めたフォルダ１つを
Moodleのメインシステム

にコピーをする程度で、運
用準備ができます。 
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①Moodleで構築されたeLearningのメインシステムに容易にインストール可能 
 
新規のシステムはもちろん、稼働中のシステムでも、Moodleのメインシステムに、ほぼ
手を加えることなく、運用の準備ができます。 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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①Moodleで構築されたeLearningのメインシステムに容易にインストール可能 
 
新規のシステムはもちろん、稼働中のシステムでも、Moodleのメインシステムに、ほぼ
手を加えることなく、運用の準備ができます。 
 
既存のMoodleのバージョンアップ等による影響を受けずらく、メンテナンスが容易です。 
Moodleのログイン機能と同じモジュールを使用しており、Moodle側とストリーミングサー

バー側に同じID/PWに設定することが可能です。 

 

ID,PWはMoodleと連動 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 



実際には、必要なデータを納めたフォルダ１つをMoodleのメインシステムに 

コピーをする程度で、運用準備ができます。 
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②Moodle＋WOWZA(ストリーミングサーバーエンジン）でコストを抑え、 
高い信頼性のシステム構成 
 
オープンソースのMoodle、ライセンス料の安価なWOWZAの組み合わせにより、コス
トを抑えたシステム構成が可能です。 
 
どちらも導入実績は多く、高い信頼性が確保できます。 

 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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③動画ファイルを汎用性のあるMP4へ自動的に変換する機能を実装 
 

 ストリーミングサーバーにアップ
ロードする元ファイルは、既存のメ
ジャーな動画ファイル形式に対応
しています。動画をアップロードす
る際は、元ファイルのフォーマット
を意識することなく、サーバーへ
アップロードすれば、後は自動的
にファイルを決められた形式
（MP4）へ変換します。 
 

 

動画アップロード設定 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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③動画ファイルを汎用性のあるMP4へ自動的に変換する機能を実装 
 
ストリーミングサーバーにアップロードする元ファイルは、既存のメジャーな動画ファ
イル形式に対応しています。動画をアップロードする際は、元ファイルのフォーマット
を意識することなく、サーバーへアップロードすれば、後は自動的にファイルを決め
られた形式（MP4）へ変換します。 
 
MP4に変換することにより、AndroidやiPhoneなどのスマートフォン、タブレット端末、
PCをターゲットとしたストリーミング映像の配信が可能になります。 

 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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④動画ファイルの管理や活用が容易に 
 

 アップロードした動画にカテゴリ、名前、
作成者、公開ステータス、公開期間、作
成日、更新日、概要説明などを登録、設
定が可能で、動画をデータベース化して
管理が可能になります。また設定した項
目から検索が可能です。 
 

 

動画登録画面 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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④動画ファイルの管理や活用が容易に 
 

 アップロードした動画にカテゴリ、名前、
作成者、公開ステータス、公開期間、作
成日、更新日、概要説明などを登録、設
定が可能で、動画をデータベース化して
管理が可能になります。また設定した項
目から検索が可能です。 
 

 

動画検索画面 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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④動画ファイルの管理や活用が容易に 
 

 

３、 Moodleと連動するシステムの紹介 

ストリーミングサーバーにアップロードし
た動画の公開設定が容易です。Moodle
を使用する限定したユーザーのみへ公
開したり、一般公開したりといった設定
を個別の動画に決めることができます。 
 

 

動画登録画面 
２）システムの特徴 
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④動画ファイルの管理や活用が容易に 
 

 

３、 Moodleと連動するシステムの紹介 

教師権限をもつユーザー同士が同じ授業を共有することが可能です。これにより、
全ユーザーが必須の授業、個別グループが受ける授業を設定していくことが可能
です。 
 

 

カテゴリ 
ファイルの移動、共有が可能 

２）システムの特徴 
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⑤カスタマイズが容易 
 
MoodleはPHPを中心としたオープンソースのLMSであり、またWOWZAはエンジンが
JAVAで構築されており、どちらもカスタマイズが比較的容易です。次のような機能
追加もカスタマイズによりオプションとして対応可能です。 

 

１. オンライン上での動画編集機能 
  ‐指定した時間の範囲で分割する。 
 
２. 学習履歴の取得（Moodleの標準機能の他に） 
  ‐動画視聴時間の取得 
 a.再生エンジン内に仕掛けを作る。（PC及びアンドロイドに対応） 
    例示 Scormを利用 
 b.ストリーミングサーバーそのものに再生ファイルの再生時間を返す 
    仕掛けを作る。（iPhone対応） 

 

２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

２）システムの特徴 
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２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

３）Scormを利用した学習履歴取得の事例 

Scorm教材 

Scorm教材として登録 
    zipファイル 
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２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

３）Scormを利用した学習履歴取得の事例 
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２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

３）Scormを利用した学習履歴取得の事例 
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２、 Moodleと連動するストリーミングシステム 

３）Scormを利用した学習履歴取得の事例 



最後に 

今回のセミナー“Moodleの導入と基本設定”についてご質問等は下記までお願いします。 

  

  

アテイン株式会社   

Moodle担当  福嶌（フクシマ）、金（キム）まで 

  

〒101-0041東京都千代田区神田須田町2-19-8酒井ビル6Ｆ 

Tel.03-3255-4721 Fax .03-3255-5680 http://www.attainj.co.jp/ 

info@attainj.co.jp（メールアドレス） 

 

http://www.attainj.co.jp/
mailto:info@attainj.co.jp

